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議
員
提
案
に
よ
り「
茨
城
県
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
条
例
」お
よ
び「
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、

が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

第
２
回
定
例
会
で
、
こ
れ
ら
の
条
例
が
可
決
・
成
立
し
、
令
和
６
年
６
月

25
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
茨
城
県
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
条
例
」
は
、
予
防
医
学
な
ど
の
専
門

的
な
知
見
に
基
づ
き
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
分
析
な
ど
を
は
じ
め
、
フ
レ
イ
ル
 ※1

の
予
防
・
改

善
ま
で
含
め
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
食
生
活
の
改
善
や
運
動
の
習
慣
化
な

ど
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善
、
高
齢
者
や
女
性
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
幅
広

く
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
民
一
人
一
人
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
 ※2

で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
と
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
が
ん
と
向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
平
成
27
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
条
例
に
つ

い
て
、
国
や
県
に
お
い
て
新
た
に
生
じ
た
動
き
や
課
題
へ
対
応
し
、
施
策
・

支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　

本
県
の
議
員
提
案
政
策
条
例
は
、
こ
れ
ら
の
条
例
で
27
件
目
に
な
り
ま
す
。

県
議
会
は
今
後
も
、
積
極
的
に
政
策
立
案
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
条
例
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/jourei/index.htm

　次回の、令和６年第３回定例会は、９月４日から10月
１日までの28日間の会期日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

9.  4 水 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）
5 木 休会（議案調査）
6 金 休会（議案調査）
7 土
8 日
9 月 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

10 火 本会議（代表質問・質疑）
11 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
12 木 本会議（一般質問・質疑）
13 金 本会議（一般質問・質疑）
14 土
15 日
16 月 （敬老の日）
17 火 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
18 水 休会（委員会審査準備）
19 木 休会（常任委員会）
20 金 休会（常任委員会）
21 土
22 日 （秋分の日）
23 月 （振替休日）

24 火
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係
議案予算特別委員会再付託）

25 水 休会（予算特別委員会）
26 木 休会（決算特別委員会）
27 金 休会（交通政策・物流問題調査特別委員会）
28 土
29 日
30 月 休会（県有施設・県出資団体等調査特別委員会）

10.  1 火 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

「
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」を

開
催
し
ま
し
た

「
交
通
政
策
・
物
流
問
題
調
査
特
別
委
員
会
」を

開
催
し
ま
し
た

議
会
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

い
ば
ら
き
県
議
会
だ
よ
り
第
２
２
７
号
掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
（
田
山
東
湖
委
員
長
）
は
、
昨
年
７
月
の
設
置
以
降
、
こ
れ
ま

で
９
回
開
催
さ
れ
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
県
有
施
設
の
今
後
の
方
向
性

や
県
出
資
団
体
な
ど
の
事
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
３
回
委
員
会
（
令
和
５
年
９
月
25
日
）
に
お
い
て
、
執
行
部
に

対
し
「
県
有
施
設
の
運
営
方
針
の
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
議
会
が
き
ち

ん
と
関
与
し
て
い
け
る
よ
う
、
具
体

的
な
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を
進
め

る
」
よ
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
第
２
回
定
例
会
の
各
常
任
委

員
会
で
は
、
執
行
部
か
ら
、
調
査
対

象
と
な
っ
た
全
て
の
公
の
施
設
な
ど

に
関
す
る
運
営
状
況
の
定
期
報
告
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
第
９
回
委
員
会
（
６

月
19
日
）
に
お
い
て
は
、
土
木
部
が

所
管
す
る
県
有
施
設
お
よ
び
県
出
資

団
体
な
ど
に
つ
い
て
説
明
聴
取
を
行

い
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
（
石
井
邦
一
委
員
長
）
で
は
、
第
１
回
委
員
会
（
５
月
27
日
）

に
お
い
て
、
調
査
方
針
お
よ
び
調
査
活
動
計
画
を
決
定
し
た
ほ
か
、
筑
波
大

学
教
授
の
岡
本
直
久
氏
よ
り
、
「
茨
城
県
に
お
け
る
公
共
交
通
の
課
題
と
論

点
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執

行
部
か
ら
、
「
広
域
的
な
移
動
を
支
え

る
公
共
交
通
の
維
持
」
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
委
員
会
（
６
月
18
日
）

に
お
い
て
は
、
茨
城
県
バ
ス
協
会
会
長

の
任
田
正
史
氏
よ
り
、
「
茨
城
県
の
バ

ス
交
通
を
巡
る
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
茨
城
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協

会
会
長
の
出
野
清
秀
氏
よ
り
、
「
茨
城

県
の
タ
ク
シ
ー
を
巡
る
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執
行
部
か

ら
、
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
動
手

段
の
確
保
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
を
は
じ
め
と
し
た
県
民
に
分
か
り
や
す
く
参
加
し
や
す
い
県
議
会
の

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
、

学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ま
か
ら
議
会
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

１　

応
募
締
切

　

第
１
回
締
切 

令
和
６
年
９
月
30
日
、
第
２
回
締
切 

令
和
７
年
２
月
28
日

２　

応
募
資
格

　

⑴
県
内
の
大
学
、
高
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
学
生
・
生
徒

　

⑵
県
内
在
住
で
県
外
の
大
学
、
高
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
学

生
・
生
徒

　

※
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
で
の
応
募
も
可
能

３　

募
集
部
門

　

⑴
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

⑵
写
真
部
門

４　

選
考
方
法
、
賞
品

　

・
選
考
は
、
茨
城
県
議
会
情
報
委
員
会
が
募

集
要
項
に
照
ら
し
厳
正
に
行
い
ま
す
。

　

・
入
選
作
品
を
制
作
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団

体
に
は
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
万
円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
茨
城
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/boshu/poster.htm

　

６
月
20
日
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
境
町
長
の
橋
本
正
裕
氏
を
お
招
き
し
、
「
今
、
政
治
に
必
要

な
の
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
」
と
題
し
、

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
自

治
体
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
り
、
境
町
の

モ
デ
ル
を
横
展
開
し
、
財
政
難
や
少

子
高
齢
化
な
ど
、
全
国
の
自
治
体
が

共
通
し
て
持
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

き
た
い
こ
と
、「
一
自
治
体
が
良
け

れ
ば
い
い
」
で
は
な
く
、「
み
ん
な

で
取
り
組
み
、
日
本
全
体
が
良
く

な
っ
て
い
く
よ
う
な
自
治
体
に
な
っ

て
い
き
た
い
」、
と
い
う
思
い
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
本
県
の
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
、
大
変
有
意
義

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
28
日
発
行
の
い
ば
ら
き
県
議
会
だ
よ
り
第
２
２
７
号
の
５
面
に
掲
載
し
ま
し
た
、
一
般
質
問

（
要
旨
）
に
お
け
る
江
尻
加
那
議
員
の
見
出
し
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
次
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
県
立
医
療
大
学
、
看
護
専
門
学
校
な
ど
の
授
業
料
値
下
げ
の
撤
回
と
学
費
負
担
の
軽
減

（
正
）
県
立
医
療
大
学
、
看
護
専
門
学
校
な
ど
の
授
業
料
値
上
げ
の
撤
回
と
学
費
負
担
の
軽
減

ことば ※1【フレイル】…健康な状態と要介護状態の中間の虚弱な状態。
※2【ウェルビーイング】…個人の権利および自己実現が保障されており、かつ、肉体的、精神的および社会的に良好である状態。

条例の提案説明を
行う

戸井田和之議員

質疑に対する
答弁を行う

星田弘司議員

質疑に対する
答弁を行う

磯崎達也議員

６月19日に開催した第９回委員会の様子

橋本正裕氏による講演の様子６月18日に開催した第２回委員会の様子

令和５年度募集 入選作品（デザイン部門）


